
中近東・北アフリカ
1601万447人

東アフリカ

1390万2251人

南部アフリカ
615万6134人

西アフリカ・中部アフリカ
717万4714人

アメリカ
1865万1788人

ヨーロッパ
1144万9374人

アジア・太平洋諸国
912万1917人

UNHCRの地域別支援対象者数
難民、国内避難民、庇護申請者、無国籍者などを含みます。

中近東・北アフリカの難民問題は未だ政治的
解決が期待できず、UNHCRによる緊急支援
が多くの人命を支えているのが現状です。大
規模な戦闘は収束しているものの、引き続き
難民出身国の1位であるシリア、内戦が悪化
の一途を辿っているイエメン、580万人の国
内避難民・帰還民が支援を要しているイラク、
首都トリポリで武力闘争の激化が予測される
リビア。いずれの国の状況も深刻で、今年も最
大の予算を割り当てて援助活動を展開します。

国際的な保護を求める人々に、安
全な避難場所へのアクセスを確保
することが、ヨーロッパにおける活
動の核となります。例えば、命がけ
で地中海を渡る難民の受け入れ
態勢のさらなる強化や、世界最大
の難民受け入れ国であるトルコの
負担軽減は急務。難民登録から
諸サービスの提供まで広範囲で援
助を行ないます。紛争の悪化で
150万人が国内で避難を強いら
れているウクライナ東部でも、支援
対象者の生活再建を様々な形で
サポートしなければなりません。

過去1年間に支援対象者がなんと800万人
近く増加したアメリカ大陸ですが、この数字が
さらに上昇することは必至。2020年だけで
250万人が住処を離れると推測されており、
中でも昨年と同様、ベネズエラ難民の支援は、
アメリカ大陸でUNHCRが直面する最大の試
練です。ほかにも、治安の悪化に伴い難民が
増え続けている中央アメリカ北部の国々、人
権侵害が深刻なニカラグア、武力闘争が続く
コロンビアなど、各地で対応を迫られています。

中央アフリカからマリ、ブルキナファソ、ナイジェリア、カメルーンに至
る全域で武力衝突が勃発して
いるこの地域では、どの国も、
多くの難民を生みながら、同
時に隣国から避難民を受け
入れているという複雑な事態
に直面しています。そんな中で
UNHCRは関係各国と連携し、
難民を含めた地域開発を促進。
また、これらの国々から地中海
ルートでヨーロッパを目指して
命を落とす難民が後を絶たな
いため、危険性を周知させる
活動も行なっていきます。
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20年前に銃撃で背骨を損傷し、以来歩けなくなっ
たマリアさんは、車椅子でベネズエラからご主人と
お孫さんと共に10日間過酷な避難を続けました。

テロリストの攻撃によりチャドのダルエ
スサラーム難民キャンプに避難してきた
ナイジェリア難民のアイシャ・マウセさん
（25歳）と二人のお子さん。

国内外に避難しているアフガン難民
の援助と、バングラデシュで暮らすロ
ヒンギャ難民の援助。アジアでは今
年もこれらふたつの課題に多くの人
員と予算を投じます。殊にロヒンギャ
難民については、バングラデシュの受
け入れ能力が限界に達し帰還への
道筋が探られていますが、それを阻む
のは、他のアジア諸国でも深刻な無
国籍問題。ロヒンギャに国籍を認めな
いミャンマー政府に粘り強く対応を求
めながら、命を守る地道な活動を続
けます。

モンスーンに備えて防災訓練を受けるロヒ
ンギャ難民の有志ボランティアたち。
UNHCRは訓練プログラムをサポートして
います。

「ここは賑やかな市場でした。故郷が破壊され本当
に悲しい」とイエメンの国内避難民シャケール・アリ
さん（52歳）。UNHCRはシェルター支援などを国内
避難民に提供しています。

ギリシャのレスボス島に到着、UNHCR
に保護され、凍えきった体で思わず涙
をこぼしたシリア人の女性。

アメリカ

西アフリカ・中部アフリカ

計16か国に、大陸各地からの難民100万人が暮らす南部アフリカ。
この地域で最も深刻な状況にあ
るのは引き続き、武装闘争やコ
ミュニティ間の衝突に終わりが見
えないコンゴ民主共和国で、支
援を必要とする国内避難民・帰
還者数は500万に上ります。地域
全体を巻き込んで解決策を見出
すべく、UNHCRは通常の活動に
加え、周辺国に難民に関わる法
の整備や、定住を希望する避難
者の受け入れを促すなど、多角的
アプローチで支援にあたります。
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赤ちゃんを背負って畑に出る、コン
ゴ民主共和国の国内避難民の女性。

南部アフリカ

中近東・北アフリカ
南スーダンでは政府と反政府勢力が和平協
定に調印し、スーダンやエチオピアでは政情
がやや安定。ここにきて明るい材料が見える
ようになった東アフリカですが、アフリカ大陸
最多の難民を抱えていることに変わりありま
せん。干ばつと洪水に交互に見舞われている
ソマリアや、大統領選挙を前に政情不安が心
配されるブルンジ、予断を許さない状況を見
極め、様々な状況下にある援助対象者のニー
ズに合った細やかな対応が求められています。

東アフリカ

ヨーロッパ

アジア・太平洋諸国

シリア

アフガニスタン

南スーダン

ミャンマー

ソマリア

670万人

270万人

230万人

110万人

90万人

トルコ

パキスタン

ウガンダ

スーダン

ドイツ

370万人

140万人

120万人

110万人

110万人

様々な数字で知る「難民」
～UNHCR年次報告書「グローバル・トレンズ2018」（2019年6月発表）より～

難民のうち18歳未満の子どもの割合

保護者と離ればなれになってしまった子ども

隣国に避難している難民の割合

先進国に避難している難民の割合

難民の主な出身国  ※この5か国で全体の67％

難民受け入れ国  ※5年連続でトルコが最多数を受け入れ

第三国定住が許可された数

※2019年の数字は2020年6月に発表予定

第三国定住 ： 祖国に戻ることも避難先の国に定住することもできな
い難民を別の国（第三国）が受け入れるという解決策のひとつ。

UNHCRの難民援助活動2020
～UNHCR年次報告書「グローバル・アピール2020-2021」（2019年11月発表）より～

年初にあたり、UNHCRの公式文書『グローバル・アピール2020-2021』より
2020年のUNHCRの難民援助活動計画についてお伝えします。

50%

80%

13万8600人

16%

8万1300人
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タンザニアのニャルグス難民キャンプの学校で勉強
するブルンジ難民の少年。




